
小海町 AI倫理原則 

 

小海町は、人手不足や多様化・複雑化する町民ニーズ、高度化する行政サービスへ

の対応など、様々な課題に直面しています。こうした課題を解決し、町民生活の質の

向上、行政サービスの充実、町の持続可能な成長を実現するため、AIを活用します。

その実現には、町民の信頼を得ながら AIを活用することが不可欠です。そこで、町は

AI倫理原則を次のとおり策定しました。 

 

１、町民の利益とニーズの最優先 

 AIの活用にあたっては、町民の利益とニーズを最優先とし、町民との対話を通じて

現状や課題を把握し、行政サービスの改善と町民生活の質の向上を目指します。 

 

２、人間中心の AI活用 

 AIはあくまで補助的なツールとし、AIの出力結果については、必ず職員が根拠や妥

当性を確認し、最終的な意思決定は責任を持って人間が行います。 

 

３、安全性・公平性の確保 

 AIの安全性、公平性を保ち、偏見や差別のない公平な運用に努めます。町民のプラ

イバシーや個人情報を保護し、関連する法令を遵守します。 

 

４、透明性の確保 

 AIがどのように機能し、判断や予測にかかる過程について、理解できるように努め

ます。また、運用方針や取り組み内容等を町民にわかりやすく説明し、信頼性と透明

性の向上に努めます。 

 

５、知識と活用能力の向上 

 AIに関わるすべての人の知識・活用能力向上のため、継続的な教育・研修を実施

し、正しい活用が行われるよう、安全かつ効果的な活用を推進します。 
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